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コレクション・ハイライト
［作家／スタイル］［作家と風景］［若林奮《DOME》関連資料］［広島／ヒロシマの風景］

[Guest Artists: Komori Haruka + Seo Natsumi]

コレクション・リレーションズ
［ゲストアーティスト：小森はるか＋瀬尾夏美］2023 11.25 SAT – 2024 4.7 SUN

コレクション・リレーションズ
広島市現代美術館 コレクション展 2023 –Ⅱ

小
森
は
る
か
＋
瀬
尾
夏
美《

11 歳
だ
っ
た
わ
た
し
は
》2021 年

   撮
影
：
小
岩
勉

   提
供
：せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

［ゲストアーティスト：小森はるか＋瀬尾夏美］
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美術作家たちは、それぞれの探究をとおして、自
身の創作世界を創り上げていきます。その中で
作家としての特徴が現れてきますが、そのあり方
はそれぞれです。ひとつの決まったテーマを追求
する作家や、技法に独自性を備える作家もいま
す。なかには、ひと目見るだけで誰の作品かが分
かるようなスタイルに辿りつく作家たちもいます。
ここに、とりわけ作風が分かりやすい形で表れて
いる作家たちの作品を集めました。

作家／スタイル
現代美術において、自然の風景や身近な風景を
あらわした作品は、絵画にかぎらず、写真や立体、
映像など、多彩な素材や技法でつくられます。さ
らに作家たちは、異なる複数の視点から見た風景
をひとつの画面上に構成して描いたり、カメラの
中にガラス玉を入れて撮影するなど、独自の視点
と手法によって風景をとらえ、日常的な何気ない
風景の見え方をも変容させます。現代の作家たち
による豊かな風景の表現をお楽しみください。

作家と風景
映像作家の小森はるかと、絵や文章をつくる瀬
尾夏美によるアートユニットをゲストにむかえま
す。ふたりは2011年の東日本大震災をきっかけに
ユニットによる活動を開始し、翌年から3年間、岩
手県陸前高田市に暮らしながら、移り変わるまち
の風景やそこに暮らす人々の体験や記憶と向き
合ってきました。現在は全国各地に赴いて人々の
ことばを記録し、それらを他者や未来へと伝える
ための表現活動や対話の場づくりを行っています。
ここで紹介するのは、復興事業の嵩上げ工事と
ともに変わりゆく陸前高田市の風景の記録に加
え、同地を訪れた四人の若者たちが、そこに暮ら
す人々の語りから生まれた物語『二重のまち』を
朗読する様子を記録した映像作品《二重のまち
／四つの旅のうた》（2020）。そして、11歳から90

代までの幅広い世代に11歳の頃の記憶を尋ねる
プロジェクト「11歳だったわたしは」（2021-）、さら
には広島でのリサーチを経てつくられた作品等
です。それらは、わたしたち各々が「当事者」「非
当事者」という立場によらず、震災や戦争をはじ
めとした大きな出来事に空間や時間を超えて関
わる方法として、自らの体験を語ること、他者の
語りを聞くこと、語り合うことの可能性を浮かび
上がらせます。

ゲストアーティスト：
小森はるか＋瀬尾夏美A -2

A -2 回廊

2023年は、彫刻家・若林奮（1936～2003）の没後

20年にあたります。若林は鉄を素材とした彫刻を
通して、人間が自然とどのように向き合うかを問
い続けてきました。現在、地下１階の第3室では、
「ヒロシマ」をテーマとした制作委託を受けて、原
爆ドームをモチーフに制作した《DOME》（1988）と
《水鏡》（1997）を展示しています。ここでは《DOME》
制作に際して若林が残したドローイングや模型
を紹介し、作家の思索をたどります。

若林奮《DOME》関連資料
広島について、被爆地としての特質を意識して語
られる際、しばしば「ヒロシマ」とカタカナで表記
されます。当館の収集方針のひとつに「ヒロシマ
と現代美術の関連を示す作品」があります。今回
は、主に広島／ヒロシマの風景を主題とした作品
に注目します。戦前の風景から、その後の復興に
より大きく変わっていくヒロシマ以後のまちの姿
を、それぞれの作家の目を通してたどります。あわ
せて、日常に溶け込む戦争の痕跡や戦争の影を
暗示する作品のように、広島以外の地域において
も、戦争がもたらす風景の変化をとらえた表現を
とりあげます。

広島／ヒロシマの風景 A - 3

A - 4

コレクション・リレーションズコレクション・ハイライト

1-1
ジム・ダイン
タウンゼンド・モノタイプ
NO.1
1983
手彩色、木版・紙
58.8（71.9）×140.3（150.9）

1-2
ジム・ダイン
岩上のビッグハート
1995
彩色・ブロンズ
194.5×176.0×93.0

1-3
アグネス・マーチン
無題＃１３
1981
ジェッソ、アクリル、鉛筆・
キャンバス
64.5×48.0

1-4
マーサ・ロスラー
キッチンの記号論
1975
モノクロ、サウンド
06′09″

1-5
ディン・Q・レ
原付修理します
2009/2015
デジタルプリント
各59.7×104.1

1-6
ディン・Q・レ
記号と合図の向こう側
2009/2015
タイヤ
サイズ可変

1-7
やなぎみわ
早春賦
2005
ゼラチンシルバープリン
ト・紙
80.0×64.0

1-8
金昌烈
作品1
1987
水彩・新聞紙
49.8×32.7
前期のみ

1-9
金昌烈
作品2
1987
水彩・新聞紙
49.8×32.4
前期のみ

1-10
金昌烈
作品3
1987
水彩・新聞紙
49.8×33.1
前期のみ

1-11
金昌烈
作品4
1987
水彩・新聞紙
49.8×33.4
前期のみ

1-12
金昌烈
水滴1
1986
シルクスクリーン・紙
49.9×32.5
後期のみ

1-13
金昌烈
水滴2
1986
シルクスクリーン・紙
48.7×32.4
後期のみ

1-14
金昌烈
水滴3
1986
シルクスクリーン・紙
49.0×32.4
後期のみ

1-15
金昌烈
水滴4
1986
シルクスクリーン・紙
48.9×32.5
後期のみ

1-16
石川順惠
場所と方法
2006
アクリル、砂・キャンバス
292.0×245.0

2-1
松江泰治
MOROCCO 121651
2018
カラー、サウンド
19′57″

2-2
松江泰治
CPT 27741
2018
発色現像方式印画
110.0（132.0）×137.5（158.5）
前期のみ

2-3
松江泰治
LIM 34246
2018
発色現像方式印画
110.0（132.0）×137.5（158.5）
後期のみ

2-4
野村仁
カメラを手に持ち腕を回
す：人物
1972
写真
76.6×505.0

2-5
野村仁
カメラを手に持ち腕を回
す：風景
1972
写真
93.2×484.9

2-6
オノデラユキ
真珠のつくり方 No.20
2000
ゼラチン・シルバー・プリ
ント
190.0×130.0
国際交流基金蔵（寄託）
前期のみ

2-7
オノデラユキ
真珠のつくり方 No.23
2000
ゼラチン・シルバー・プリ
ント
190.0×130.0
国際交流基金蔵（寄託）
前期のみ

2-8
オノデラユキ
真珠のつくり方 No.19
2000
ゼラチン・シルバー・プリ
ント
190.0×130.0
国際交流基金蔵（寄託）
前期のみ

2-9
オノデラユキ
真珠のつくり方 No.10
2000
ゼラチン・シルバー・プリ
ント
190.0×130.0
国際交流基金蔵（寄託）
後期のみ

2-10
オノデラユキ
真珠のつくり方 No.31
2000
ゼラチン・シルバー・プリ
ント
190.0×130.0
国際交流基金蔵（寄託）
後期のみ

2-11
オノデラユキ
真珠のつくり方 No.02
2000
ゼラチン・シルバー・プリ
ント
190.0×130.0
国際交流基金蔵（寄託）
後期のみ

2-12
エイドリアン・バーグ
シェフィールド公園
1985-86年秋
1985-86
アクリル・キャンバス
280.2×280.0

2-13
大竹伸朗
浮遊するビルの大きな肖像
2002
油彩、ハウスペイントオイ
ルバー・綿布、和紙、木製
パネル
338.0×254.0×26.0

2-14
ディヴィッド・ホックニー
メトロポリタン・オペラ・
ハウス　1982年12月14日、
ニューヨーク
1982
写真コラージュ 
132.0×157.5
前期のみ

2-15
ディヴィッド・ホックニー
竜安寺の枯山水を歩く　
1983年2月、京都
1983
写真コラージュ 
103.2×157.5
後期のみ

2-16
宮本隆司
ピンホールの家、広島、
2006
2006
写真
300.0×316.7

2-17
佐藤正明、佐藤聖美
N.S. No.66－3D
1988
ミクストメディア
18.5×17.5
作家蔵（寄託）

2-18
リチャード・エステス
オランダホテル
1984
シルクスクリーン・紙
113.6（122.1）×181.6（197.6）

2-19
マーク・ボイル
ローリーパーク
1974-75
ポリエステル、土、金属、
木、レンガ
182.8×182.8

2-20
吉村益信
Cut Sea A
1973
シルクスクリーン・紙
39.8×54.8

2-21
吉村益信
Cut Sea B
1973
シルクスクリーン・紙
39.8×54.5

2-22
内間俊子
プロヴァンスによせて
1986
木、金属他
50.8×40.7×10.3

2-23
若林奮
《DOME》模型

1988
銅板
70.0×62.0×52.0

2-24
若林奮
《DOME》関連ドローイング

1988-89
インク、鉛筆・紙

3-1
山路商
広島風景
1938
油彩・キャンバス
71.0×88.0

3-2
浜田知明
初年兵哀歌（山をゆく砲
兵隊）
1953
エッチング、アクアチント・
紙
23.6×16.4

3-3
丸木位里、丸木俊　
原爆の図 第1部「幽霊」
（再制作版）

1950-51（後年に加筆）
紙本墨画
180.0×720.0

3-4（特別出品）
森冨茂雄
『消えた町　記憶をたど
り：絵と証言』原画
1991-88
鉛筆・紙
各25.0×35.0
各37.0×46.0
森冨一三氏蔵（広島大学
平和センター寄託）
国際共同研究
JSPS21KK0032資料
前期後期展示替えあり

3-5（特別出品）
岡田黎子
『絵で語る　子どもたち
の太平洋戦争ー毒ガス
島・ヒロシマ少国民』原画
2009
水彩、インク、クレヨン・紙
各25.7×36.3
広島県立図書館蔵

3-6
若林奮
DOME
1988
鉄
360.0×425.5×220.0

3-7
若林奮
水鏡
1997
鉄
28.0×361.0×180.0

3-8
殿敷侃
ATOMIC BOMB
1981
シルクスクリーン・キャン
バス
各162.2×130.0

3-9
殿敷侃
《ATOMIC BOMB》関連資料

3-10
殿敷侃
霊地
1980-81
シルクスクリーン・紙
79.0×109.0

3-11
殿敷侃
霊地（B）3・1
1981
シルクスクリーン・紙
39.6×56.1

3-12
新延輝雄
平和公園静日
1988
油彩・キャンバス
130.4×194.2

3-13
灰谷正夫
風景
1952
油彩・キャンバス
130.0×96.5

3-14
土田ヒロミ
「ヒロシマ・モニュメント」
シリーズ　ドーム1979
1979/2008
写真（インクジェットプリ
ント）
120.0×150.0

3-15
土田ヒロミ
「ヒロシマ・モニュメント」
シリーズ　ドーム1990
1990/2008
写真（インクジェットプリ
ント）
120.0×150.0

3-16
土田ヒロミ
「ヒロシマ・モニュメント」
シリーズ　ドーム2008
2008
写真（インクジェットプリ
ント）
120.0×150.0

3-17
小沢剛
地蔵建立-旧広島市民球
場［広島県］
2009
タイプCプリント
106.0×75.0

3-18
松江泰治
JP-34 01
2015
タイプCプリント
50.6×61.0
前期のみ

3-19
松江泰治
JP-34 03
2015
タイプCプリント
50.6×61.0
前期のみ

3-20
松江泰治
JP-34 02
2015
タイプCプリント
50.6×61.0
後期のみ

3-21
松江泰治
JP-34 09
2015
タイプCプリント
50.6×61.0
後期のみ

3-22
佐野ぬい
残像のインジゴブルー
1988
油彩・キャンバス
182.0×227.4

3-23
多田美波
「滅」（Annihilation）

1997
ステンレススチール
115.0×229.0×163.0

3-24
西雅秋
Seven Casts Hiroshima 
1995～
1995
ブロンズ
サイズ可変

3-25
下道基行
戦争のかたち
2001－05/2012
発光現像方式印画、印刷
紙
各34.0×42.0

3-26
ミヤギフトシ
花の名前
2015
ビデオ、カラー、サウンド
20′59″

3-27
米田知子
記憶と不確実さの彼方-1
（イラクから帰ってきた米

B-52爆撃機／フェア
フォード・イギリス）
2003
タイプCプリント
54.0×70.0
国際交流基金蔵（寄託）

3-28
米田知子
記憶と不確実さの彼方-2
（イラクから帰ってきた米

B-52爆撃機／フェア
フォード・イギリス）
2003
タイプCプリント
54.0×70.0
国際交流基金蔵（寄託）

3-29
米田知子
記憶と不確実さの彼方-3
（イラクから帰ってきた米

B-52爆撃機／フェア
フォード・イギリス）
2003
タイプCプリント
54.0×70.0
国際交流基金蔵（寄託）

小森はるか＋瀬尾夏美
二重のまち／四つの旅の
うた
2020
カラー、サウンド
27′17″

瀬尾夏美
二重のまち
2015-21
テキスト、アクリル絵の
具・キャンバス、紙、鉛筆、
色鉛筆、水彩絵の具、アク
リル絵の具・紙
作家蔵

小森はるか
陸前高田 風景記録
（2011-2020）

2011-20
カラー、サウンド
40′00″
作家蔵

瀬尾夏美
花の寝床
2023
テキスト、アクリル絵の
具・キャンバス、紙、鉛筆、
色鉛筆、水彩絵の具、アク
リル絵の具・紙
作家蔵

小森はるか＋瀬尾夏美
11歳だったわたしは
2021-23
カラー、サウンド、色鉛筆、
水彩絵の具、アクリル絵
の具・紙、テキスト
作家蔵

小森はるか＋瀬尾夏美
11歳だったあなたへの11
の質問
2022-23
カラー、サウンド
1″03′00″
作家蔵

小森はるか＋瀬尾夏美
他者の語りを読んで会話
をするー11歳の頃につい
て（2021/仙台-東京）
2021
カラー、サウンド
42′00″
作家蔵

小森はるか＋瀬尾夏美
他者の語りを読んで会話
をするー11歳の頃につい
て（2023/東京）
2023
カラー、サウンド
35′00″
作家蔵

瀬尾夏美
語れなさを歩く
2023
テキスト
作家蔵

小森はるか＋瀬尾夏美
11歳だったわたしは 広島
編
2023
カラー、サウンド、テキスト
作家蔵

作品リスト
No.
作家名
作品名
制作年
材質・技法
寸法ほか：高さ×幅×奥
行き（cm）
備考

Hiroshima City Museum 
of Contemporary Art
Collection Exhibition
2023 –Ⅱ

Hiroshima City Museum 
of Contemporary Art
Collection Exhibition
2023 –Ⅱ

広島市現代美術館 コレクション展

本展は第 1室から第3室にかけて、当館コレクションの特質に親しんでいただくとともに、関
連するテーマに沿った展示をあわせて紹介します。第4室は「コレクション・リレーションズ」
と題し、展示内容をコレクションに限定せず、当館の収集方針や収集された作品、あるいは、
広島という地域などと関連したコレクション展示の延長線上に位置付けられる企画を実施し
ていきます。

前期展示：2023.11.25-2024.1.21
後期展示：2024.1.23-4.7
展示作品は変更となる場合があります。

2023 –Ⅱ

作家／スタイル
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